
Volcanological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

▽ oloanologloal 　SOOIety 　of 　Japan

A2 − 18 ア クロス による桜島火 山の マ グマ 移動

　 検 出に 向けた能動的ア プロー
チ

O
宮町宏樹 （鹿児 島大）・井 ロ 正人 （京都大 ）・山岡耕春 （名古屋大）
・渡辺俊樹 （名古屋 大）・八木原寛（鹿児島大）・為栗健 （京都大）

　 ・三 ケ田 均 （京都大 ）・竹中博士 （九州 大）・清水洋 （九州大）

An 　active 　approach 　fbr　detection　ofthe 　magma 　movement

　　　in　Sakurajima　volcano 　by　means 　ofACROSS

OH
．　Miyamachj（Kagoshima　Univ，），　M ．　lguchi（Kyoto　Univ．），

1（．Yamaoka （Nagoya 　Univ ．），
　T ．　Watanabe （Nagoya 　Univ．），

H ，Yakiwara（Kagoshilna　Univ ．），　T．　Tameguri （Kyoto　Univ．），

　 HMikada （Kyoto　Univ．），
　H ．　Takenaka（Kyushu 　Univ ．），

　　　　　　and 　H ．　Shimizu（Kyushu　Univ ．）

1．は じめ に

桜島の 南岳の 噴火活 動期におい て は地震 や地

殻変動観測 に よりマ グマ 供給に関する多くの 知見

が 得 られてきて い る。2006年以 降は 、 昭和火ロ に

おける噴火 活動 が繰 り返 され 、2011年もすでに 500

回 の 爆発が発生してい る 。 しか し、現段 階で は桜

島へ の マ グマ 供給量の 少ない 昭和火 ロの 噴火活

動に おい て は、火山性地震の 活動度 は低く、地 盤

変動 量も小さい 状態が続い てい る。 こ の ような状

況の 下 、
これ までの 歪み の 変化で 火山活動をとら

える観測に加え、地 下の 構造 の 変化 に着 目した観

測を行う必要 がある。こ の 視点の 観測 手法 の
一つ

として 、本研究では、桜島火山 におい て 、ア クロ ス

（ACROSS ：Accurately　Controlled　Routine］y
Operated　Signal　Syg．　tem）に より定常的に発振され

た地震波 を既 設の 地震観測網、新設の 海底地震

計 および小規模ア レイに よっ て観測し，弾性波信

号の 変化を高時間 分解能で検出することにより，

従来の 地震観測 や地殻変動観 測だけでは検 出困

難であるマ グマ の動 的変化 を推定 することを目指

してい る。

2．Z ク旦巫 基礎

ア クロ ス の 特徴は 精密 に周 波数を制御 した信号

を正 確 に 繰り返し発信するこ とに ある 。 信号処 理

は離散フ
ー

リエ 変換の 特性を利用 して、主に 周 波

数領域 で 行われ る 。
こ れ により、   ス タッ キングに

より S／N 比を飛躍的に 向上 させ る、  S／N 比を定

量 的 に 評価する、  複 数の 信号 源 を同 時に連続

稼働 させ る、とい うア クロ ス の 特徴が 可能となる 。

周波数領域で は 、震源関数 S（ω ）、 地下 の 応答

（伝達関数）H（ω ）、観測 データ 0 （ω ）の 間 に は 、

0（ω ）＝ H（ω ）S（ω ）で与 えられ る。ア クロ スの 場合 、

震源関数 S（ω ）は 既知であるので、デコ ンボリュ
ー

シ ョンに より、 伝達関数 T（ω ）を得 ることができる 。
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ア クロ ス観 測計 画 は H23−H25 年度に実施する。

H23 年度 に は 、京都大学 防災研 究所 附属火 山活

動研 究セン ター
の 敷地 内に アクロ ス を設置 し、安

定した連続稼慟させ る 。 桜 島内の 既設地震観測 点

および新規に 展開する臨時観測点の 連続観測 収

録を行 い 、ア クロ ス 信号 の 検出 を試み る 。 H24 年

度以 降は本格的に伝 達関数を推定する。

図 1 アクロ ス 信号 とマ グマ 溜まりの イメージ
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